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俠
客
・
高
萩
の
万
次
郎

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

「
吃
安
こ
と
俠
客
竹
居

安
五
郎
」
に
つ
い
て
は
別

項
で
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

安
五
郎
、
島
抜
け
の
身
な

が
ら
郷
里
の
竹
居
村
に
戻

り
九
年
余
り
活
躍
し
ま
し

た
。
役
人
た
ち
の
捕
縛
作

戦
は
悉
く
失
敗
し
、
や
っ

と
の
こ
と
で
安
五
郎
を
奸

計
を
以
て
捕
縛
し
た
の
は

二
足
の
草
鞋
の
「
国
分
の

三
蔵
」
ら
で
し
た
。
こ
の

三
蔵
、
調
べ
る
と
意
外
な

人
物
で
し
た
。

こ
の
三
蔵
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
「
高
萩
の
万
次
郎
」
だ
と
い
う
の
で
す
。
万
次
郎
は
関
八
州
に
知
ら
れ
た
飯
能
を
本
拠
と
す

る
大
物
の
博
徒
、
高
萩
と
は
日
高
市
高
萩
で
す
。
本
当
か
。
そ
し
て
、
万
次
郎
は
清
水
次
郎
長
（
本
名
・
山
本
長
五
郎
、
文
政

三
～
明
治
二
十
六
年
）
を
呼
び
捨
て
に
で
き
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
間
柄
の
親
分
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
近
世
俠
客
有
名
鏡
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
俠
客
番
付
で
、
明
治
二
十
年
代
に
発
行
さ
れ
た
も
の
が
幾
つ

か
ネ
ッ
ト
上
や
書
物
で
見
ら
れ
ま
す
。
明
治
二
十
三
年
の
も
の
で
は
国
定
忠
治
は
関
脇
、
安
五
郎
は
小
結
、
清
水
次
郎
長
は
前

（
１
）

頭
で
す
。
武
州
で
い
え
ば
黒
須
の
大
五
郎
（
入
間
市
黒
須
）
は
小
結
、
赤
尾
の
林
蔵(

坂
戸
市)

・
高
萩
の
伊
之
松(

日
高
市)

・

中
新
田
の
源
七(

鶴
ヶ
島
市)

・
高
坂
の
藤
右
衛
門(

東
松
山
市)

・
坂
戸
の
弥
五
良(

坂
戸
市)

・
所
沢
の
万
吉
（
所
沢
市
）
な
ど

は
前
頭
で
名
を
連
ね
て
い
て
大
変
興
味
深
い
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
訳
か
高
萩
の
万
次
郎
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
前

頭
の
「
伊
沢
ノ
万
五
郎
」
が
後
述
す
る
よ
う
に
万
次
郎
の
変
名
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

本
稿
は
高
萩
の
万
次
郎
を
中
心
に
述
べ
ま
す
が
、
関
連
人
物
と
し
て
近
郊
の
双
柳
の
清
五
郎
（
飯
能
市
双
柳
）、
嶋
田
増
太
郎

（
飯
能
市
飯
能
）
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
ま
す
。

二
、
国
分
の
三
蔵
は
高
萩
の
万
次
郎
か

『
博
徒
の
幕
末
維
新
』（2004

年
刊
）
は
新
書
版
で
信
頼
性
は
高
い
本
で
す
。
そ
の
中
で
、
安
五
郎
の
捕
縛
に
活
躍
し
た
国
分

（
２
）

の
三
蔵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
い
ま
す
。
筆
者
は
こ
れ
を
読
ん
で
一
時
信
じ
た
の
で
す
が･･･

。

＊

＊

＊

＊

国
分
三
蔵
は
関
東
取
締
出
役
の
手
先
と
言
わ
れ
、
実
は
変
名
で
武
州
高
萩
を
根
城
と
す
る
万
次
郎
と
い
う
名
う
て
の
二
足

の
草
鞋
の
博
徒
で
あ
っ
た
。
三
蔵
は
関
東
取
締
出
役
の
密
命
を
帯
び
て
甲
州
入
り
し
、
国
分
村
に
定
着
し
て
活
発
に
活
動

す
る
。
更
に
こ
れ
に
上
州
館
林
の
二
足
草
鞋
の
手
先
江
戸
屋
虎
五
郎
が
加
わ
っ
た
と
い
う
。（
安
五
郎
捕
縛
の
）
八
州
廻

り
の
作
戦
は
博
徒
の
対
立
出
入
り
の
構
図
の
中
で
機
を
見
て
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
ゲ
リ
ラ
的
手
法
で
あ
る
。
因
み
に
清
水

次
郎
長
は
高
萩
万
次
郎
と
は
切
っ
て
切
れ
ぬ
盟
友
で
あ
り
、
国
分
三
蔵
と
も
気
脈
を
通
ず
る
間
柄
で
あ
る
。

＊

＊

＊

＊

近世俠客有名鏡（明治23年版）（１）
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尤
も
こ
の
本
以
前
の
『
日
本
俠
客
一
〇

〇
選
』（1

9
7
1

年
刊
）
も
国
分
の
三
蔵
を
高

（
３
）

萩
の
万
次
郎
と
し
て
い
ま
す
し
、
先
の
「
近

世
俠
客
有
名
鏡
」
に
は
前
頭
で
「
武
フ
国

府
ノ
三
蔵
」
と
あ
り
、
国
分
の
三
蔵
は
武

州
人
で
あ
る
か
の
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
か
な
り
前
か
ら
国

分
の
三
蔵
す
な
わ
ち
高
萩
の
万
次
郎
説
が

生
じ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
笛
吹
市
に

は
ま
る
で
小
城
の
石
垣
で
あ
る
か
の
よ
う

な
「
三
蔵
屋
敷
」
跡
が
遺
っ
て
い
て
、「
高

萩
出
身
の
三
蔵
」
と
の
説
明
板
ま
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
説
に
は
矛
盾
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
界
は
口
伝
・
伝
聞
が
中
心
で
当
然
史
料
は
少
な
く
、
科
学
的
根
拠
に
欠
け

る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
安
五
郎
捕
縛
後
、
三
蔵
は
黒
駒
勝
蔵
と
敵
対
し
出
入
（
騒
動
）
を
繰
り
広
げ
、
行
方
を
く
ら
ま
し
「
逃

げ
の
三
蔵
さ
ん
」
と
も
い
わ
れ
、
最
後
は
元
治
元
年
に
勝
蔵
に
惨
殺
さ
れ
た
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
典
根
拠
は
不
明
で

（
３
）

す
。
一
方
で
新
出
史
料
の
発
見
で
慶
応
三
年
頃
ま
で
は
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
も
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
博
徒
の
幕
末
維

（
４
）

新
』
と
同
じ
著
者
は
『
ア
ウ
ト
ロ
ー
近
世
遊
侠
列
伝
』（2016

年
刊
）
の
中
で
、「
国
分
村
（
笛
吹
市
）
の
三
蔵
（
中
略
）、
三
蔵

（
５
）

は
関
東
取
締
出
役
の
密
命
を
帯
び
、
国
分
村
に
定
着
、
道
案
内
の
上
州
館
林
の
江
戸
屋
虎
五
郎
、
武
州
高
萩
（
日
高
市
）
の
万

次
郎
が
出
入
り
し
て
い
た
」
と
、
こ
こ
で
は
三
蔵
と
万
次
郎
は
別
人
物
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
虎
五
郎
と
万
次
郎
は

道
案
内
人
と
し
て
安
五
郎
捕
縛
に
関
係
し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
こ
れ
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

三
、
高
萩
の
万
次
郎
の
人
物
像

さ
て
、
万
次
郎
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
村
松
梢
風
に
よ
る
『
正
伝
清
水
の
次
郎
長
』
に
略
伝
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ま
そ
の

（
６
）

一
部
を
転
載
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊

＊

＊

＊

此
の
高
萩
の
万
次
郎
と
云
う
人
は
、
当
時
関
東
切
っ
て
の
大
親
分
で
、
高
萩
一
家
と
云
え
ば
此
の
社
会
に
於
け
る
大
き
な

勢
力
だ
っ
た
。
一
例
を
話
す
と
、
其
の
頃
東
海
道
と
中
仙
道
と
に
各
二
ヶ
所
づ
ゝ
高
萩
一
家
の
出
張
所
が
出
来
て
い
て
、

年
中
万
次
郎
の
子
分
が
其
所
へ
詰
め
て
い
た
。
東
海
道
は
原
と
三
島
に
、
中
仙
道
に
は
天
神
橋
と
揚(

上)

尾
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
そ
う
い
う
遠
方
の
土
地
に
あ
る
縄
張
の
監
督
を
す
る
為
で
、
ど
ん
な
者
で
も
旅
人
が
そ
れ
へ
尋
ね
て
行
け
ば
一
宿

一
飯
を
振
る
舞
っ
た
上
に
草
鞋
銭
の
二
貫
や
三
貫
は
持
た
せ
て
遣
る
の
が
例
に
な
っ
て
い
た
。

膝
元
の
飯
能
の
高
市
で
は
関
東
一
の
大
博
奕
が
行
は
れ
た
。
其
の
一
日
の
カ
ス
リ
だ
け
で
万
次
郎
の
家
は
一
ヶ
年
を
支
え

た
か
ま
ち

る
こ
と
が
出
来
た
と
云
う
位
だ
。

次
郎
長
は
後
に
此
の
人
と
兄
弟
の
盃
を
し
て
、
彼
の
弟
分
に
な
っ
た
。
万
次
郎
の
方
が
齢
も
十
五
ば
か
り
上
で
、
俠
客
と

し
て
の
経
歴
で
は
遙
か
に
先
輩
だ
っ
た
。
元
来
万
次
郎
は
俠
客
と
云
い
乍
ら
筋
目
正
し
い
家
に
生
れ
た
。
彼
は
先
祖
代
々

高
萩
宿
の
名
主
を
勤
め
て
来
た
。
父
の
弥
五
郎
と
云
う
人
ま
で
は
二
人
扶
持
を
貰
っ
て
い
る
名
主
だ
っ
た
が
、
此
の
弥
五

郎
は
そ
う
い
う
身
分
に
も
似
ず
賭
博
が
飯
よ
り
好
き
で
、
博
徒
共
を
自
分
の
家
へ
伴
れ
て
き
て
賭
場
を
開
い
た
り
し
た
。

つ

親
父
か
ら
そ
う
い
う
有
様
だ
か
ら
伜
の
万
次
郎
が
邪
道
に
踏
み
込
ん
だ
の
も
無
理
は
な
い
。

其
の
頃
高
萩
宿
に
伊
之
松
と
云
う
俠
客
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
赤
間
の
林
蔵
を
殺
し
て
兄
弟
分
の
仇
を
討
っ
て
売
り
出
し
た

男
だ
っ
た
。
万
次
郎
は
こ
の
伊
之
松
の
二
代
目
を
相
続
し
て
所
謂
高
萩
一
家
の
頭
梁
と
な
っ
た
の
だ
。
万
次
郎
の
代
に
な

る
と
、
高
萩
一
党
の
勢
力
は
関
八
州
の
俠
客
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
。
府
中
の
田
中
屋
万
吉
、
小
金
井
の
小
次
郎
、
小
川

の
幸
蔵
な
ど
と
云
う
俠
客
は
皆
万
次
郎
か
ら
盃
を
貰
っ
た
弟
分
だ
っ
た
。
万
次
郎
は
他
の
俠
客
と
違
っ
て
身
分
も
あ
り
且

三蔵屋敷（笛吹市一宮町）
説明板には「ここは武州高萩出身の三蔵が住

んでいた処で三蔵屋敷と呼ばれます。三蔵は

竹居の吃安など甲州の博徒を捕える為に関東

取締役の手先として入って来ました」とあり

ます。 （2017年5月）

俠客・高萩の万次郎
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つ
十
手
捕
縄
も
預
か
っ
て
い
た
関
係
か
ら
官
辺
の
方
と
も
連
絡
が
つ
い
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
兇
状
持
ち
で
も
、
此
処
へ

隠
し
て
し
ま
え
ば
大
抵
は
安
全
だ
っ
た
。
八
州
の
役
人
が
日
光
街
道
を
通
行
す
る
時
、
高
萩
の
宿
だ
け
は
わ
ざ
と
よ
け
て

裏
道
を
通
っ
た
と
云
う
位
だ
。
万
次
郎
の
家
は
宿
の
中
央
に
あ
っ
て
堂
々
た
る
構
え
だ
っ
た
。

処
で
、
此
の
万
次
郎
は
、
屋
号
を
鶴
屋
と
云
い
、
本
名
は
喜
右
衛
門
と
云
う
の
だ
っ
た
。
其
の
土
地
へ
行
く
と
現
今
で
も

鶴
屋
喜
右
衛
門
と
云
う
名
で
人
が
知
っ
て
い
る
。
が
他
国
へ
行
く
と
高
萩
の
万
次
郎
で
通
っ
て
い
た
。
万
次
郎
は
幼
名
な

の
か
そ
れ
と
も
何
か
ほ
か
の
訳
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
、
と
に
か
く
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。

次
郎
長
は
、
虎
三
、
直
三
、
千
代
松
の
三
人
の
子
分
を
伴
れ
て
此
家
の
客
に
な
っ
て
い
た
が
、
万
次
郎
が
深
切
で
あ
る
上

に
其
の
女
房
が
駿
府
研
屋
町
の
者
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
話
が
合
っ
て
居
候
を
し
て
い
る
に
も
気
が
置
け
な
か
っ
た
。

＊

＊

＊

＊

「
正
伝
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
書
き
方
は
必
ず
し
も
考
証
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
が
真
実
か
不
明
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
例
え
ば
「
飯
能
の
高
市
で
は
関
東
一
の
大
博
奕
が
行
は
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
飯
能
の
市
で
は
六
斎
市
の
「
縄
市
」

た
か
ま
ち

が
『
飯
能
市
史
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
素
人
考
え
で
は
例
え
博
打
と
は
い
え
関
東
一
に
な
る
よ
う
な
規
模
の
市
だ
っ
た

（
７
）

の
か
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
た
だ
、『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
の
著
者
は
「
高
萩
を
踏
査
し
て
み
て
、
あ
る
程
度
の
真
実
を
伝

（
８
）

え
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
そ
れ
な
り
の
信
憑
性
は
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

な
お
、
文
献(

)

等
に
よ
れ
ば
、
万
次
郎
は
藤
久
保
重
五
郎
（
力
士
出
身
で
獅
子
ヶ
嶽
重
五
郎
と
も
い
い
ま
す
。
川
越
を
縄

3

張
り
と
し
ま
し
た
）
と
は
兄
弟
分
で
、
江
戸
屋
虎
五
郎
、
藤
久
保
重
五
郎
と
と
も
に
関
東
取
締
出
役
の
道
案
内
人
（
二
足
の
草

鞋
）
を
務
め
、
前
述
の
よ
う
に
文
久
元
年
に
は
安
五
郎
の
捕
縛
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
前
に
、
万
次
郎
は
虎
五
郎

と
共
に
甲
州
に
入
り
、
万
次
郎
は
万
五
郎
と
名
を
変
え
、
虎
五
郎
は
そ
の
ま
ま
通
し
た
と
も
い
い
ま
す
。
石
和
で
過
ご
す
こ
と

二
年
余
り
。
こ
の
為
石
和
の
博
徒
と
思
わ
れ
、
先
の
「
近
世
俠
客
有
名
鏡
」
の
番
付
に
は
前
頭
九
枚
目
に
「
伊
沢
ノ
万
五
郎
」、

同
二
十
枚
目
に
「
伊
沢
ノ
虎
五
郎
」
と
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
ど
こ
ま
で
が
真
実
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、「
本
名
は
喜
右
衛
門
」
と
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
そ
の
通
り
で
す
。
後
述
の
万
次
郎
の
墓
石
に
よ
れ
ば
、「
明
治
十
八
年

五
月
廿
二
日

行
年
八
十
一
才

俗
名
清
水
喜
右
エ
門
孝
信
」
と
あ
る
か
ら
で
す
。

高
萩
宿
は
天
正
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
二
と
七
の
日
に
市
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
や
、
千
人
同
心
の
人
馬
継
立
場
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
で
賑
わ
っ
た
宿
場
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。「
八
州
の
役
人
が
日
光
街
道
を
通
行
す
る
時
、
高
萩
の
宿
だ
け
は

わ
ざ
と
よ
け
て
裏
道
を
通
っ
た
」
と
い
う
の
も
宜
な
る
か
な
で
す
。

む
べ

一
方
、
赤
間(

尾)

の
林
蔵
を
殺
し
て
兄
弟
分
の
仇
を
討
っ
て
売
り
出
し
た
男
と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
林
蔵
と
の
縄
張
り
争

い
や
恋
の
サ
ヤ
当
て
な
ど
か
ら
伊
之
松
は
林
蔵
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
之
松
の
墓
は
高
萩
の
谷
雲
寺
に
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
享

こ
く
う
ん
じ

和
二
壬
戌

九
月
九
日
」「
快
動
大
震
禅
定
門
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
万
次
郎
は
伊(

猪)

之
松
の
二
代
目
を
相
続
し
た
と
あ
り
ま

す
。
後
述
の
よ
う
に
万
次
郎
の
生
ま
れ
た

の
は
三
年
後
の
文
化
二
年
と
推
定
で
き
ま

す
か
ら
、
継
続
性
を
以
て
の
二
代
目
相
続

は
不
可
能
で
す
。
二
代
目
を
継
い
だ
に
し

て
も
そ
の
間
の
縄
張
り
な
ど
は
誰
か
が
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
献(
)

は
そ
の

10

人
物
を
伊
之
松
と
兄
弟
分
の
盃
を
交
わ
し

た
武
州
で
著
名
な
親
分
・
寺
谷

(

吉
沢)

善
太
夫
で
あ
っ
た
と
し
て

い
ま
す
。
善
太
夫
ら
を
顕
彰
し
た

碑
（
三
俠
碑
と
仮
称
）
の
台
石
に

あ
る
世
話
人
の
筆
頭
に
は
「
高
萩

清
水
喜
右
衛
門
」（
万
次
郎
の
本

高萩伊之松の墓（谷雲寺）
正面に「享和二壬戌 快動大

震禅定門 九月九日」、左側

面に「施主清水留五郎」とあり

ます。文献(9)の中の「剣術門

弟帳」の神文には甲源一刀

流逸見太四郎代師比留間与

八門人として高萩村清水留

五郎の名があります。留五郎

は甲源一刀流を習っていた

のでしょう。 (2017年6月)

赤尾林蔵の墓
（坂戸市赤尾、旧光勝寺）
正面に「文化元甲

子天 櫻
樹院道秀了覺居士霊位
三月中三日」、左側面に
「武州入間郡赤尾村俗名
山崎林蔵 行年二十六歳
施主同人妻むら 同山

崎岩五郎」とあります。高坂
の藤右衛門を殺して名を
挙げ、伊之松と縄張りを争
う。越辺川に私設の堰を造
って利権を得ていました。
伊之松を殺害したが2年後
伊之松の子分らに仇を打
たれました。(2017年6月)

俠客・高萩の万次郎
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名
。
二
番
目
に
次
郎
長
の
名
が
あ
り

ま
す
）
と
あ
る
の
も
そ
の
事
を
補

強
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

以
上
は
『
正
伝
清
水
の
次
郎
長
』

の
略
伝
を
も
と
に
展
開
し
ま
し
た

が
、
地
元
の
資
料
と
し
て
文
献

(
)

が
あ
り
ま
す
。
次
に
そ
の
一

11
部
を
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

「
鶴
屋
」
を
屋
号
と
し
、
旅
籠
を
経
営
す
る
と
と
も
に
、
扇
町
屋
村
組
合

ヶ
村
（
入
間
市
・
狭
山
市
・
日
高
市
の
一
部
）

59

か
ら
選
ば
れ
た
関
東
取
締
出
役
の
道
案
内
（
十
手
持
ち
）
で
し
た
。
所
沢
村
組
合
、
拝
島
村
組
合
、
飯
能
村
組
合
な
ど
の

近
隣
の
十
手
持
ち
と
も
親
交
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
組
合
村
内
の
石
碑
等
に
多
く
名
前
を
残
し
て
い
ま
す
。

先
代
の
喜
右
衛
門
こ
と
父
弥
五
郎
は
名
主
で
し
た
が
、
文
化
九
年
退
役
。
時
に
万
次
郎
八
歳
で
あ
っ
た
た
め
組
頭
井
上
文

八
が
名
主
役
に
就
き
ま
し
た
。
万
次
郎
は
高
萩
宿
で
は
宿
役
人
の
「
年
寄
」
を
勤
め
、
文
久
元
年
の
和
宮
下
向
の
際
、
中

山
道
熊
谷
宿
か
ら
の
助
郷
命
令
書
が
届
い
た
折
に
は
、
宿
役
人
年
寄
と
し
て
問
屋
と
と
も
に
熊
谷
宿
へ
赴
き
助
郷
免
除
を

歎
願
し
て
い
ま
す
。
ま
た
慶
応
二
年
の
武
州
一
揆
の
際
は
、
宿
は
ず
れ
に
出
て
一
揆
衆
に
酒
や
飯
を
振
る
舞
い
、
高
萩
宿

で
の
打
ち
壊
し
を
回
避
さ
せ
て
い
ま
す
（
後
述
）。

俠
客
と
し
て
も
有
名
で
、
近
隣
の
俠
客
か
ら
一
目
置
か
れ
る
と
と
も
に
清
水
の
次
郎
長
と
も
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
若
か

り
し
次
郎
長
を
匿
っ
た
こ
と
が
縁
で
、
そ
の
親
交
は
喜
右
衛
門
の
晩
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。（
略
）「
鶴
屋
」
は
「
亀
屋
」

の
向
か
い
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
旅
籠
と
し
て
は
明
治
九
年
ま
で
に
は
廃
業
し
、
明
治
十
二
年
末
以
降
の
と
こ
ろ
で
下
宿

か
ら
上
宿
に
転
居
し
て
い
ま
す
。「
鶴
屋
」
の
建
物
は
昭
和
八
年
に
焼
失
し
ま
し
た
。

＊

＊

＊

＊

こ
の
内
、
和
宮
下
向
の
際
の
助
郷
に
つ
い
て
、
文
献(

)

の
中
の
「
中
仙
道
助
郷
一
件
写
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

9

「
中
仙
道
熊
ヶ
谷
宿
よ
り
之

御
印
状
ニ
付
、
不
取
敢
翌
十
一
日
年
寄
喜
右
衛
門
問
屋
伝
蔵
外
壱
人
之
者
熊
ヶ
谷
宿
役
人
鯨

井
茂
兵
衛
方
江
罷
越
、
前
願
（
上
尾
宿
の
助
郷
免
除
願
い
を
指
す
）
手
続
ヲ
以
種
々
歎
入
候
処
右
は
重
キ
御
用
筋
ニ
而
皆
御
免

除
と
申
事
ニ
は
候
得
共
喜
右
衛
門
外
弐
人
よ
り
歎
入
之
次
第
も
有
之
候
ニ
付
（
後
略
）」。

こ
れ
は
村
役
人
と
し
て
村
の
た
め
に
活
躍
す
る
姿
で
あ
り
、
博
徒
と

は
違
う
一
面
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
「
強
き
を
挫
き

弱
き
を
助
く
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
、
俠
客
た
る
所
以
な
の
で
し
ょ

う
。
赤
尾
林
蔵
の
よ
う
な
単
な
る
凶
暴
な
博
徒
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ネ
ッ
ト
情
報
か
ら
秋
津
神
社
（
東
村
山
市
秋
津
）
の
灯
籠
の

台
石
に
万
次
郎
の
名
前
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
の
で
訪
れ

て
み
ま
し
た
。

こ
の
灯
籠
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
も
の
で
高
さ
二
メ
ー
ト
ル

は
あ
る
立
派
な
も
の
。
発
願
人
は
上
安
松
村
（
所
沢
市
）
の
高
田
某
と

あ
り
ま
す
。
上
安
松
村
と
秋
津
村
は
隣
接
し
て
い
ま
す
。
台
石
の
「
燈

籠
奇
進
連
名
附
」
に
は
近
郊
の
十
七
名
の
名
主
と
、
そ
れ
に
字
下
げ
し
て
二
十

名
程
の
名
が
あ
り
ま
す
。
名
主
は
ト
コ
ロ
サ
ワ(

所
沢)

・
タ
ナ
シ(

田
無)

・
ハ

イ
シ
マ(

拝
島)

な
ど
の
名
主
で
、
中
に
は
有
名
な
フ
チ
ウ(

府
中)

田
中
屋
丑
之

助
、
ナ
イ
ト
ウ
シ
ン
シ
ュ
ク(

内
藤
新
宿)

高
松
喜
六
、(

日
野)

問
屋(

佐
藤)

彦

五
郎
、
タ
チ
カ
ワ(

立
川)

問
屋(

鈴
木)

平
九
郎
な
ど
の
名
も
あ
り
ま
す
。
字
下

げ
し
た
名
は
カ
ハ
コ
ヘ(

川
越)

鶴
松
、
イ
シ
井(

坂
戸)

関
内
、
ヒ
ロ
ヤ(

川
越
？)

三俠碑(仮称)
正面は右から「高砂勇吉」「寺谷
善太夫」「久下長八」とあります。
台座１段目左側面に世話人とし
て「高萩清水喜右衛門」（高萩万
次郎）、「駿州山本長五郎」（清水
次郎長）、「駿州宮下仙右衛門」
（増川仙右衛門）、「甲州宮沢文
吉」（津向文吉）、「小川笠間幸三
郎」（小川幸蔵？）ら錚々たる俠客
名があります。他の面にも名前が
沢山あります。高さ2.5ｍの重量感
ある碑。明治16年に吹上地区に
建立され現在は鴻巣市の円通寺
にあります。 （2017年6月)秋津神社灯籠

旅籠鶴屋跡（現在再建中）
高萩のJR川越線ガード下近くにある。安

政5年の石灯籠は傾き、慶応2年に「喜右

衛門信孝」が建てた金毘羅大権現の石

碑は跡形もなく割れている。道路を挟ん

だ反対側には旅籠亀屋があった。

（2017年3月）

俠客・高萩の万次郎
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関
治
郎
、
タ
カ
ハ
キ(

高
萩)

萬
治
郎
、
モ
ロ
オ
カ(

青
梅)

孫
八
、

ア
サ
カ(

朝
霞)

力
蔵
な
ど
で
す
。
鶴
松
は
川
越
の
目
明
か
し
と

し
て
有
名
で
、
こ
の
字
下
げ
し
た
名
の
人
達
は
い
わ
ば
十
手
持

ち
の
親
分
な
の
で
し
ょ
う
。
名
主
・
問
屋
と
親
分
達
の
寄
進
は

当
時
の
治
安
維
持
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

万
治(

次)

郎
は
先
の
「
三
俠
碑
」
と
は
異
な
り
権
力
側
の
末
端

に
名
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
二
足
の
草
鞋
で
す
。

ま
た
、
飯
能
の
万
福
寺
に
は
万
次
郎
ら
が
安
政
六
年
に
奉
納
し
た
手
水
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
師
岡
の
孫
八
」（
内

ち
ょ
う
ず

野
孫
八
）
の
名
も
見
え
ま
す
。

四
、
清
水
次
郎
長
と
の
関
係

清
水
次
郎
長
の
伝
記
と
い
え
ば
天
田
愚
庵
の
『
東
海
遊
俠
伝
』。
そ
れ
な
り
の
信
憑
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
郎
長

（
１
２
）

が
高
萩
に
来
た
の
は
二
回
あ
り
ま
す
。
万
次
郎
を
頼
っ
て
高
萩
に
来
た
一
回
目
は
弘
化
二
年(

一
八
四
五)

の
こ
と
で
す
。

こ
の
年
、
次
郎
長
は
甲
斐
国
の
津
向
の
文
吉
と
次
郎
長
の
叔
父
・
和
田
島
太
右
衛
門
の
間
の
駿
河
庵
原
川
で
の
出
入
り
（
騒

つ
む
ぎ
の

動
）
を
調
停
し
て
い
ま
す
。
次
郎
長
二
十
五
歳
の
時
で
す
。
こ
の
出
入
り
は
三
馬
政
の
計
略
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
バ

さ
ん
ま
ま
さ

レ
た
こ
と
に
よ
り
三
馬
政
は
、
津
向
の
文
吉
と
和
田
島
太
右
衛
門
と
清
水
次
郎
長
が
大
変
な
喧
嘩
を
行
っ
た
と
奉
行
所
に
駆
け

込
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
次
郎
長
は
逆
に
国
を
売
る
は
め
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
国
を
売
る
と
は
逃
亡
す
る
こ
と
で
す
。
小

田
原
経
由
で
次
郎
長
は
高
萩
に
向
か
っ
た
。
そ
の
と
き
に
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。
小
田
原
で
義
理
の
か
た
い
男
が
次
郎
長
一

行
を
も
て
な
そ
う
と
し
て
、
一
行
が
寝
て
い
る
間
に
衣
類
を
質
に
入
れ
て
博
打
で
も
て
な
し
金
を
稼
ご
う
と
し
ま
し
た
が
失
敗

し
、
そ
の
結
果
一
行
は
裸
道
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
高
萩
に
着
い
て
何
と
か
旅
籠
亀
屋
に
入
っ
た
も
の
の
、

無
一
文
が
バ
レ
て
し
ま
い
ま
す
。
亀
屋
は
気
味
悪
い
奴
ら
が
泊
ま
っ
て
い
る
と
万
次
郎
の
鶴
屋
に
知
ら
せ
ま
す
。
こ
こ
で
『
東

海
遊
俠
伝
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

時
ニ
長
五
ノ
結
義
兄
弟
、
清
五
郎
ナ
ル
者
、
久
シ
ク
万
次
ノ
家
ニ
客
タ
リ
。
之
ヲ
聞
キ
猶
其
長
五
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
大
ニ

怒
リ
右
手
ニ
一
条
棒
ヲ
提
ゲ
、
左
手
ニ
一
貫
銭
ヲ
拿
シ
、
走
テ
亀
屋
ニ
至
リ
、
大
ニ
罵
テ
曰
、「
何
物
ノ
丐
児(

＝
乞
食)

か

い

じ

ゾ
、（
略
）
此
ノ
条
棒
ヲ
喫
セ
シ
メ
ン
」
ト
。
直
チ
ニ
梯
子
ヲ
跑
蹈
シ
テ
来
ル
。
長
五
之
ヲ
見
レ
バ
、
則
チ
清
五
郎
ナ
リ
。

ほ
う
と
う

清
五
失
驚
シ
テ
曰
、「
兄
弟
乎
何
ノ
為
メ
ニ
此
ノ
如
キ
」。
長
五
曰
、「
一
言
尽
シ
難
シ
。
且
ツ
我
ガ
説
ク
所
ヲ
聞
ケ
」
ト
。

（
略
）
清
五
嘆
ジ
テ
曰
、「
俠
者
潔
白
ヲ
貴
ブ
。
此
事
何
ゾ
愧
ル
ニ
足
ラ
ン
」
ト
、
引
テ
万
次
ノ
家
ニ
至
ル
。
万
次
相
見

は
ず

テ
大
ニ
歓
ビ
、
遂
ニ
之
ヲ
上
客
ト
ナ
ス
。

＊

＊

＊

＊

長
五
は
勿
論
次
郎
長
で
す
が
、
そ
の
次
郎
長
と
義
兄
弟
を
結
ぶ
清
五
郎
は
後
述
す
る
「
双
柳
の
清
五
郎
」
で
す
。

二
回
目
は
安
政
六
年(

一
八
五
九)

六
月
の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
、
裏
切
り
の
保
下
田
の
久
六
を
亀
崎
付
近
奥
川
（
乙
川
）
で

ほ

げ

た

斬
殺
、
追
わ
れ
て
甲
斐
へ
逃
げ
、
そ
の
後
高
萩
に
逃
れ
て
来
ま
す
。
次
郎
長
三
十
九
歳
、
万
次
郎
五
十
五
歳
の
と
き
で
す
。
そ

の
と
き
の
様
子
は
『
東
海
遊
俠
伝
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

是
ニ
於
テ
一
行
六
人
、
武
蔵
ニ
行
キ
、
高
萩
ノ
万
次
郎
ニ
依
る
。
長
五
刀
ヲ
出
シ
、
之
ヲ
視
シ
テ
曰
、「

鋏
上

凝
血
、

き
ょ
う
じ
ょ
う

已
ニ
拭
フ
可
カ
ラ
ズ
。
刀
身
亦
幾
処
痕
跡
ア
リ
。
当
ニ
之
ヲ
如
何
ン
ス
ベ
キ
」。
万
次
乃
チ
携
ヘ
テ
飯
能
ニ
至
リ
、
刀
商

ヲ
見
テ
曰
、「
我
レ

近

ロ
四
口
刀
ヲ
求
メ
、
一
犬
ヲ
得
之
ヲ
試
ム
。
如
今
之
ヲ
卿
ニ
托
シ
、
以
テ
修
繕
セ
ン
ト
ス
。
敢
テ

ち
か
ご

問
フ
諾
ス
ル
ヤ
否
ヤ
」。
刀
商
曰
、「
謹
テ
命
ニ
従
ハ
ン
」
ト
、
包
ヲ
解
テ
之
ヲ
見
ル
。
血
痕
未
ダ
乾
カ
ズ
、
刀
刃
鋸
ノ
如

シ
。
即
チ
色
ヲ
失
シ
、
大
ニ
驚
テ
曰
、「
能
ハ
ズ
。
能
ハ
ズ
。
上
帝
上
ニ
在
リ
、
小
人
実
ニ
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
」。

万
次
曰
、「
汝
何
ヲ
能
ハ
ズ
ト
言
フ
ヤ
。
我
レ
其
初
メ
ニ
当
リ
、
早
ク
已
ニ
汝
ニ
約
ス
。
汝

輒

チ
之
ヲ
肯
ジ
、
謹
テ
我
ガ

す
な
わ

万福寺の手水石側面（右
端に清水万次郎、中央に
内野孫八の名がある）

俠客・高萩の万次郎
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命
ニ
従
ハ
ン
ト
言
フ
。
唇
頭
未
ダ
乾
カ
ザ
ル
ニ
、
敢
テ
之
ヲ
能
ハ
ズ
ト
言
フ
乎
」。
刀
商
曰
、「
老
爺
言
フ
唯
犬
ヲ
屠
ル
ト
。

小
人
故
ニ
之
ヲ
諾
セ
リ
。
如
今
其
刃
ヲ
見
ル
。
実
ニ
犬
豚
ヲ
屠
ル
者
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
敢
テ
謹
テ
之
ヲ
謝
ス
」
ト
。

万
次
大
ニ
怒
リ
、
即
チ
喝
シ
テ
曰
、「
汝
如
何
ゾ
我
ヲ
欺
ク
。
我
レ
万
次
ニ
シ
テ
、
犬
ヲ
試
ム
ト
言
ハ
ヾ
、
則
チ
犬
ナ
リ
。

何
ゾ
然
ク
少
覬
ス
ル
ヤ
」
ト
、
其
刀
ヲ
執
テ
起
ツ
。
刀
商
驚
キ
謝
シ
、
遂
ニ
之
ヲ
諾
ス
。
既
ニ
シ
テ
成
ル
。

か

し
ょ
う
き

長
五
等
大
ニ
喜
ビ
、
深
ク
万
次
ニ
謝
シ
、
将
ニ
辞
セ
ン
ト
ス
。
万
次

贐

ス
ル
ニ
一
百
両
ヲ
以
テ
ス
。
六
人
乃
チ
上
野
ヲ

は
な
む
け

望
テ
去
ル
。

＊

＊

＊

＊

わ
か
り
づ
ら
い
個
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
解
説
し
た
も
の
は
中
々
見
当
た
り
ま
せ
ん
の
で
『
正
傳
清
水
の
次
郎
長
』
を
参

考
に
し
よ
う
。
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
物
語
風
の
同
書
は
冗
長
度
を
増
し
ま
す
が
面
白
い
。

＊

＊

＊

＊

次
郎
長
も
三
人
の
子
分
も
亀
岡
（
亀
崎
？
）
以
来
の
刀
を
持
っ
て
い
た
。
だ
れ
の
刀
も
刃
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
が
、
次
郎
長

の
井
上
眞
海(

真
改
？)

は
丁
度
鋸
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

『
万
次
郎
さ
ん
、
私
共
の
刀
が
こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
が
、
何
と
か
な
り
ま
す
ま
い
か
』
と
云
っ
て
そ
れ
を
見
せ
る
と

万
次
郎
も

駭

い
て
、『
成
る
程
劇
し
く
や
っ
た
も
の
だ
な
、
ぢ
ゃ
あ
一
つ
磨
ぎ
に
掛
け
て
や
ら
う
』
と
云
っ
て
、
飯
能
に

お
ど
ろ

は
げ

庄
兵
衛
と
云
う
い
ゝ
磨
ぎ
師
が
あ
る
。
こ
れ
へ
使
を
や
っ
て
自
宅
へ
呼
び
寄
せ
た
。

『
庄
兵
衛
さ
ん
、
俺
は
近
頃
刀
を
四
振
買
い
込
ん
だ
が
、
此
の
頃
、
犬
が

喧

し
く
て
仕
方
が
ね
え
か
ら
ぶ
っ
た
斬
る
と

や
か
ま

刃
こ
ぼ
れ
が
し
た
。
一
つ
お
前
さ
ん
に
磨
い
で
貰
い
度
い
』『
宜
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
拝
見
致
し
ま
せ
う
』

と

『
是
れ
だ
』
と
万
次
郎
が
例
の
井
上
眞
海
の
業
物
を
そ
れ
へ
出
す
と
庄
兵
衛
は
手
に
取
っ
て
鞘
を
払
っ
て
見
る
な
り
顔
の

色
を
変
え
た
。

『
貸
元
さ
ん
、
こ
れ
あ
磨
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
』『
何
故
だ
』

『
何
故
っ
て
、
貴
方
は
今
犬
を
斬
っ
た
の
で
刃
が
こ
ぼ
れ
た
と
仰
し
ゃ
っ
た
が
、
是
れ
は
、
犬
を
斬
っ
た
刀
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
是
れ
は
人
間
の
血
の
り
で
す
、
こ
ん
な
刀
を
磨
ぐ
と
私
の
手
が
後
へ
廻
り
ま
す
』

『
お
い
庄
兵
衛
さ
ん
、
妙
な
こ
と
を
云
う
と
承
知
し
ね
え
、
俺
が
犬
を
斬
っ
た
と
云
っ
た
ら
犬
の
血
に
違
へ
ね
え
の
だ
。

一
旦
こ
う
云
っ
て
刀
を
見
せ
た
以
上
は
、
黙
っ
て
こ
れ
を
磨
ぎ
や
よ
し
、
厭
だ
と
云
う
な
ら
お
前
を
此
處
か
ら
歸
し
ゃ
あ

し
ね
え
』『
貸
元
そ
れ
あ
御
無
理
で
す
』

『
無
理
で
も
何
で
も
磨
い
で
貰
い
度
い
、
さ
ア
ど
う
だ
』

万
次
郎
は
脇
差
を
持
っ
て
起
ち
上
っ
た
。
庄
兵
衛
は
脅
か
さ
れ
て
仕
方
な
し
に
磨
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
勿
論
そ
ん
な
刀
を

家
に
持
っ
て
行
っ
て
仕
事
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
万
次
郎
の
処
へ
幾
日
も
泊
り
こ
ん
で
磨
ぎ
上
げ
た
。

（
略
）
次
郎
長
が
万
次
郎
に
礼
を
の
べ
て
暇
を
告
げ
る
と
、
万
次
郎
は
百
両
の
草
鞋
銭
を
出
し
た
。

＊

＊

＊

＊

『
東
海
遊
俠
伝
』
に
し
て
も
、『
正
傳
清
水
の
次
郎
長
』
に
し
て
も
ど
こ
ま
で
が
真
実
か
わ
か
り
ず
ら
い
で
す
が
、
大
筋
で
は

「
真
実
」
に
近
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

五
、
万
次
郎
の
晩
年

万
次
郎
の
晩
年
の
詳
細
も
不
明
で
す
が
、
幾
つ
か
の
話
を
紹
介
し
た
い
。

『
武
州
ぶ
っ
こ
わ
し
実
記
』
に
は
武
州
世
直
し
一
揆
で
、
高
麗
・
坂
戸
方
面
へ
の
記
述
の
中
で
、
吾
野
郷
六
ヶ
村
か
ら
集
ま

（
１
３
）

っ
た
一
揆
勢
が
途
中
の
村
々
で
人
数
を
増
し
な
が
ら
高
萩
村
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
一
揆
勢
の
先
頭
の
者
と
「
鶴
屋
喜
左(

右)

衛
門
（
高
萩
万
次
郎
）」
と
の
間
に
村
を
通
過
す
る
こ
と
に
関
し
て
緊
迫
し
た
問
答
の
あ
と
、
喜
左
衛
門
側
が
用
意
し
て
い
た
料

理
を
振
る
舞
い
無
事
に
村
を
通
過
し
た
こ
と
が
物
語
風
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
が
、
こ
の
書
物
は
出
典
な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま

せ
ん
。
信
憑
性
を
確
認
す
べ
く
調
査
し
て
み
る
と
、『
武
州
世
直
し
一
揆
史
料
㈠
』
の
中
に
あ
る
「
栗
坪
村
関
根
家
文
書
」
に

（
１
４
）
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次
の
よ
う
に
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
一
揆
勢
が
喜
右
衛
門
（
万
次
郎
）
か
ら
宿
は
ず
れ
で
「
酒
振
飯
」
を
馳
走
に
な
っ
て

さ
け
ぶ
り
め
し

い
る
の
で
す
。
万
次
郎
六
十
二
歳
頃
の
こ
と
で
す
。

＊

＊

＊

＊

我
野
（
吾
野
）
谷
百
姓
共
者
同
月
（
慶
応
二
年
六
月
）
十
四
日
駈
集
り
高
麗
宿
差
而
来
ル
、
こ
ま
町
ニ
而
幸
次
郎
と
而
北

嶋
御
殿
御
用
御
貸
所
散
々
打
破
り
（
略
）、
夫
ゟ
下
鹿
山
村
栄
助
と
云
名
主
ニ
而
北
嶋
御
殿
貸
付
并
質
屋
商
売
致
候
者
打

毀
し
、
質
物
者
庭
迄
な
け
散
し
諸
帳
面
を
引
き
さ
き
畳
を
切
、
つ
り
天
上
つ
き
は
な
し
土
蔵
の
こ
し
ま
き
を
破
り
角
柱
を

切
り
、
其
の
有
様
者
天
狗
之
仕
事
ニ
而
も
有
か
と
思
ふ
程
之
仕
事
な
り
（
略
）、
四
方
八
方
人
足
分
レ
行
、
高
萩
を
差
テ

行
た
る
人
足
と
も
ハ
高
萩
ニ
而
男
之
面
を
ミ
か
く
者
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
テ
無
職
親
方
宿
は
づ
れ
江
出
、
御
無
し
ん
致
し
け

る
、
人
足
共
無
し
ん
と
有
者
喜
右
衛
門
に
ま
か
す
へ
し
と
て
酒
振
飯
の
馳
走
に
成
、
其
ゟ
坂
戸
宿
江
行
所
々
江
分
候
て
人

足
共
皆
落
合
来
ル

＊

＊

＊

＊

こ
れ
に
よ
り
、『
武
州
ぶ
っ
こ
わ
し
実
記
』
の
話
が
あ
る
程
度
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
に
具
体
的

に
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
万
次
郎
の
こ
と
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
す
。
尤
も
文
献(

)

の
中
の
「
武
州
飯
能
寄
場

9

打
ち
こ
わ
し
一
件
筆
記
」
に
は
、「
飯
能
村
寄
場
之
内
高
麗
郡
栗
坪
村
幸
次
郎
・
清
流
村
名
主
伊
助
（
略
）
下
鹿
山
村(

新
田)

名

主
栄
助
・
与
頭
熊
太
郎
打
こ
わ
し
、
夫
よ
り
扇
町
屋
寄
場
・
高
萩
村
名
主
文
八
を
打
毀
し
云
々
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
高
萩
村
が

無
傷
で
あ
っ
た
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
名
主
の
家
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

武
州
一
揆
の
際
、
俠
客
が
住
民
側
に
つ
い
て
一
揆
勢
と
対
峙
し
て
活
躍
し
た
話
は
後
述
の
双
柳
の
清
五
郎
の
場
合
に
も
あ
り

ま
す
。

次
は
『
毛
呂
山
町
史
』
に
あ
る
も
の
で
す
。
同
書
に
は
「
毛
呂
郷
中
強
談
始
末
書
」（
慶
応
四
年
五
月
）
な
る
も
の
が
あ
り

（
１
５
）

ま
す
。
幕
末
の
世
情
不
安
の
中
、
無
宿
無
頼
が
横
行
し
各
地
で
乱
暴
狼
藉
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
状
況
を
伝
え
る
一
例
で

す
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

無
宿
無
頼
の
悪
党
共
党
を
結
び
、（
慶
応
四
年
）
四
月
十
一
日
高
麗
郡
な
ん
ば
ん
と
申
す
物
持
方
に
人
数
百
人
斗
り
押
寄

せ
、
強
談
難
問
を
申
し
懸
け
、
土
蔵
戸
前
を
打
毀
し
、
質
物
持
出
し
勝
手
に
近
辺
の
も
の
に
捨
与
え
、
乱
暴
狼
藉
言
語
同

断
の
上
、
宅
に
酒
食
申
し
つ
け
ね
だ
り
食
な
し
、
字
天
神
山
と
申
す
山
中
に
屯
い
た
し
、
昼
は
各
々
四
方
に
散
乱
し
夜
毎

に
百
人
余
相
集
ま
り
、
毎
夜
毎
夜
近
隣
物
持
共
を
お
び
や
か
し
百
姓
農
業
相
欠
き
難
渋
い
た
し
け
る
に
、
高
萩
萬
五
郎
と

申
す
者
仲
人
に
入
り
金
百
両
趣
意
金
請
取
相
静
ま
り
け
り
。

＊

＊

＊

＊

こ
こ
に
出
て
来
る
「
高
萩
萬
五
郎
」
は
高
萩
の
万
次
郎
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
ま
す
。

ま
た
後
述
の
、
慶
応
三
年
と
推
測
さ
れ
る
飯
能
で
行
わ
れ
た
相
撲
興
行
の
番
付
の
世
話
人
四
名
の
一
人
に
「
鶴
屋
喜
右
エ
門
」

の
名
が
あ
り
、
相
撲
興
行
を
取
り
仕
切
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
は
、
と
も
に
俠
客
ら
し
き
行
動
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

さ
ら
に
『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
に
は
、
万
次
郎
は
次
郎
長
を
呼
び
捨
て
に
で
き
た
親
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

大
政
が
歿
し
た
年
と
い
う
か
ら
、
明
治
十
四
年
の
こ
と
だ
ろ
う
、
万
次
郎
が
次
郎
長
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
そ
う
だ
。

繰
っ
て
み
る
と
万
次
郎
が
七
十
七
歳
、
次
郎
長
が
六
十
二
歳
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
次
郎
長
は
万
次
郎
を
「
親
分
」

と
呼
ん
だ
が
、
万
次
郎
は
「
次
郎
長
」
と
呼
び
捨
て
だ
っ
た
の
で
、
清
水
一
家
の
若
い
者
た
ち
が
吃
驚
し
た
そ
う
で
あ
る
。

び
っ
く
り

だ
が
、
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
二
人
の
間
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
貫
禄
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
の
だ
。

＊

＊

＊

＊

な
お
余
談
で
す
が
、『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
に
は
万
次
郎
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
高
萩
で
「
亀
屋
」
と
い

う
屋
号
で
割
烹
兼
旅
館
業
を
営
ん
で
い
た
家
に
あ
っ
た
も
の
と
い
い
ま
す
（
現
在
の
当
主
は
原
田
昭
様
）。
同
家
に
は
次
郎
長
と
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山
岡
鉄
舟
の
写
真
も
あ
る
と
い
い
、
写
真
の
経
緯
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
郎
長
と
山
岡
鉄
舟
の
写
真
は
天
田
五
郎
（
愚
庵
）
が

撮
影
し
、
万
次
郎
の
も
の
は
浅
草
奥
山
の
写
真
屋
・
江
崎
礼
二
（
下
岡
蓮
杖

に
師
事
し
て
い
る
）
が
撮
影
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
、
万
次
郎
の
墓

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
高
萩
の
万
次
郎
を
調
べ
る
と
墓
の
場
所
も
判
明
し
ま
し
た
。
谷
雲
寺
の
墓
地
で
は
な
く
、
清
水
家
の
墓

地
の
よ
う
で
す
。
高
萩
の
交
差
点
を
少
し
川
越
寄
り
に
行
っ
た
道
路
脇
に
あ
り
ま
す
。

墓
地
中
央
に
少
し
大
き
め
の
同
じ
大
き
さ
の
墓
が
二
つ
並
ん
で
い
て
。
向
か
っ
て
右
（
東
側
）
の
墓
の
正
面
中
央
に
、

「
篤
翁
大
儀
居
士
位
」

と
大
き
く
あ
り
、
右
側
面
に
、

「
明
治
廿
五
年
六
月
廿
八
日

悟
翁
貞
道
大
姉
」

「
明
治
十
八
年
五
月
廿
二
日

行
年
八
十
一
才

俗
名
清
水
喜
右
エ
門
孝
信
」
と
あ
る
。
左
側
面
に
は
、

「
高
萩
村

孝
子

清
水
仙
太
郎

商
人
身
内
中

寄
子
中
」

と
あ
り
ま
す
。
家
紋
は
「
丸
に
立
ち
沢
瀉
」。

お
も
だ
か

向
か
っ
て
左
（
西
側
）
の
墓
は
、
正
面
に
、

「
徳
生
大
勇
居
士

徳
室
妙
然
大
姉

霊
位
」

と
あ
り
、
右
側
面
に
、

「
男

嘉
永
二
己
酉
年
三
月
廿
五
日
」「
女

慶
應
元
乙
丑
年
十
二
月
七
日
」

と
あ
り
ま
す
。
左
側
面
に
は
、

「
施
主

商
人
身
内
中

門
人
中

高
萩
邑

清
水
万
次
郎
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
容
か
ら
右
が
万
次
郎
の
墓
、
左
が
両
親
の
墓
で
あ
る
の
は
明
ら

か
で
し
ょ
う
。
右
の
墓
の
亡
日
と
行
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
万
次
郎
は
文
化
二
年(

一
八

〇
五)

生
れ
と
な
り
、「
清
水
喜
右
衛
門
孝
信
」
が
本
名
で
し
ょ
う
。『
正
伝
清
水
の
次

郎
長
』
は
正
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
尤
も
文
献(

)

に
は
「
文
化
二
年
六
月
十
四
日
生
」
と
あ
り
、
ま
た
文
献(

)

に
は
旅

11

16

籠
鶴
屋
跡
の
石
碑
「
金
毘
羅
大
権
現
」
の
裏
面
に
「
慶
応
二
年
丙
寅
冬
十
月
吉
日

願
主
喜
右
衛
門
信
孝
」
と
あ
る
と
記
述
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
両
親
の
墓
の
西
側
に
は
少
し
小
さ
目
の
万
次
郎
の
祖
父
母
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
「
施
主

高
萩
邑

清
水

弥
五
良
建
之
」
と
あ
り
ま
す
。
弥
五
郎
は
万
次
郎
の
父
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
『
正
伝
清
水
の
次
郎
長
』
は
正
し
く
書
い
て
い

ま
す
。

な
お
、『
正
伝
清
水
の
次
郎
長
』
は
既
述
の
よ
う
に
万
次
郎
の
女
房
は
「
駿
府
研
屋
町
の
者
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
で
は
日
高
町
役
場
高
萩
支
所
に
あ
る
除
籍
の
原
本
を
見
て
、「
静
岡
県
宇
戸
郡
麻
屋
町
二
丁
目

平
民
亡
白
金
義
平
二
女

喜
右
衛
門
妻

清
水
カ
ノ

文
政
六
年
十
二
月
二
十
五
生
れ
」
と
の
記
載
を
確
認
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
研
屋
町
と
麻
屋
町
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
に
し
て
も
万
次
郎
の
女
房
は
清
水
か
ら
来
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い

よ
う
で
す
。
偶
然
な
の
か
必
然
な
の
か
不
思
議
な
縁
で
す
。

七
、
双
柳
の
清
五
郎
と
嶋
田
増
太
郎
ら

「
は
ん
の
う
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第

号
」
に
、
当
時
の
市
史
編
さ
ん
調

（
１
７
）

23

査
員
の
島
田
欽
一
氏
に
よ
る
「
一
枚
の
相
撲
番
付
か
ら
」
と
題
す
る
興
味
深
い

文
章
が
あ
り
ま
す
。
飯
能
で
行
わ
れ
た
巡
業
相
撲
の
相
撲
番
付
を
も
と
に
、
世

高萩の万次郎
この写真は原田昭様所有
の写真を撮らせて頂いた
ものです。（2017年6月）

万次郎の墓(右)と両親の墓(左)
（2017年6月）相撲番付

（１６）

俠客・高萩の万次郎
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話
人
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
す
。
番
付
の
力
士
名
な
ど
か
ら
相
撲
は
慶
応
三
年
に
行
わ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
が
場
所
は

特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
が
、『
飯
能
市
年
表
』
に
は
文
久
二
年
六
月
に
「
飯
能
村
、
久
下
分
村
の
鎮
守
熊
野
権
現
修
覆
の
た

（
１
８
）

め
相
撲
興
行
を
し
た
い
旨
両
村
名
主
等
が
岡
役
所
へ
願
い
出
る
（
双
木
家
）」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
る
い
は
場
所
は
同
じ
場
所

（
現
在
の
久
下
稲
荷
神
社
か
）
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
蛇
足
だ
が
同
年
表
に
は
「
明
治
五
年
一
月
六
日
に
飯
能
村
で
相
撲
興
行
催

さ
れ
る
（
催
金
二
四
〇
両
）（
大
河
原
重
家
）」
と
も
あ
り
ま
す
の
で
五
年
お
き
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
）。

番
付
に
よ
れ
ば
世
話
人
は
四
名
で
、
松
田
屋
弥
兵
衛
、
鶴
屋
喜
右
エ
門
、
並
柳
清
五
郎
、
松
井
戸
増
太
郎
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
四
名
は
当
然
興
業
を
取
り
仕
切
っ
た
土
地
の
顔
役
で
、
貸
元
、
親
分
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
た
ち
で
す
。
最
初
の
松
田
屋
弥
兵

衛
に
つ
い
て
は
金
子
元
、
興
業
の
資
金
元
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
が
、
並
柳
（
以
下
双
柳
と
す
る
）
清
五

き
ん
す

郎
と
松
井
戸
増
太
郎
に
つ
い
て
は
興
味
あ
る
話
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
こ
の
資
料
と
『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
を

参
考
に
し
て
述
べ
ま
す
。

双
柳
の
清
五
郎
は
飯
能
市
双
柳
の
人
。
本
名
は
都
築
竜
蔵
。
清
五
郎
に
も
武
州

一
揆
の
際
、「
双
柳
に
は
親
分
が
い
た
の
で
、
村
内
へ
指
一
本
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
」

（
１
７
）

と
い
う
話
が
あ
り
、
ま
た
年
令
か
ら
し
て
も
万
次
郎
の
弟
分
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
目
っ
か
ち
だ
が
、
器
用
な
人
で
百
姓
仕
事
を
や
ら
せ
て
も
熱
心
だ

し
、
手
際
が
よ
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

（
８
）

次
郎
長
も
一
目
置
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
四
年
、
た
ま
た
ま
清
水
へ

出
掛
け
て
い
て
、
逗
留
先
の
次
郎
長
の
と
こ
ろ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、「
碁
を
打
っ
て
い
て
…
…
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
脳
卒
中
で
は

な
か
っ
た
か
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
１
７
）

【
清
五
郎
の
二
つ
の
墓
】

清
水
の
梅
蔭
寺
（
現
・
静
岡
市
清
水
区
）
に
次
郎
長
が
建
て
て
く
れ
た
清
五
郎

の
墓
が
あ
る
と
い
う
の
を
知
り
筆
者
は
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
次
郎
長
の
墓
に
は
大

政
・
小
政
な
ど
の
子
分
の
墓
も
一
緒
に
あ
り
ま
す
。
中
央
の
「
俠
客
次
郎
長
之
墓
」

か
ら
右
に
「
俠
客
石
松
墓
」「
俠
客
大
政
墓
」「
俠
客
小
政
墓
」「
俠
客
仙
右(

エ
門

墓)

」
と
並
ん
で
い
ま
す
（
カ
ッ
コ
内
は
文
字
欠
け
あ
り
）。
清
五
郎
の
墓
は
小
振

り
で
向
か
っ
て
右
手
奥
、
仙
右
エ
門
の
墓
の
後
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

正
面
に
は
「
乾
叟
清
元
上
座
」
と
あ
り
（
「
上
座
」
は
戒
名
の
位
号
の
一
つ
）、

右
側
面
に
「
明
治
四
年
正
月
十
一
日
」、
左
側
面
に
「
武
州

俗
名

清
五
郎
」
と
あ
る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
双
柳
の

清
五
郎
の
墓
で
す
。
な
お
、
梅
蔭
寺
の
過
去
帳
に
は
「
行
年
六
十
一
歳
」「
上
町

次
郎
長

客
」
と
あ
る
と
い
い
ま
す
。
こ

（
１
８
）

れ
に
よ
り
文
化
八
年
頃
の
生
ま
れ
と
、
次
郎
長
の
客
分
扱
い
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

清
五
郎
の
墓
は
飯
能
市
双
柳
の
秀
常
寺
の
都
築
家
の
墓
地
に
も
あ
り
ま
す
。
読
め
な
い
字
も
あ
り
ま
す
が
次
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
。

正
面
に
「
春
岳
道
清
信
士

智
岳
妙
實
信
女

位
」、
左
側
面
に
「
施
主

嶌
田
増
太
郎

都
築
□
□
女
」、
右
側
面
に
「
春

明
治
四
辛
未
年
一
月
十
一
日

俗
名

清
五
郎

行
年
六
十
一
歳

智

明
治
十
八
年
十
二
月
十
一
日

□
□
□
□

行
年

六
十
一
歳
」
ま
で
は
何
と
か
読
め
ま
す
。
後
半
の
不
明
字
は
『
清
水
次
郎
長
と
そ
の
周
辺
』
に
よ
れ
ば
「
俗
名

ウ
タ
」
で
あ

ろ
う
か
。
そ
し
て
嶌(

嶋)

田
増
太
郎
は
次
に
述
べ
る
松
井
戸
増
太
郎
で
す
。

清
五
郎
の
妻
も
ま
た
清
水
の
人
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

（
８
）

松
井
戸
増
太
郎
の
松
井
戸
は
小
字
名
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。
嶋
田
増
太
郎
が

本
名
で
、
墓
は
天
覧
山
麓
の
浄
水
場
の
登
り
口
の
右
手
の
嶋
田
家
の
墓
所
に
あ

り
ま
す
。
正
面
に
「

嶋
田
増
太
郎
之
墓
」
と
あ
り
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程

客俠

の
立
派
な
墓
石
で
す
。
堂
々
と
「
俠
客
」
と
大
き
く
刻
し
て
あ
り
ま
す
。
左
側

面
に
「
施
主

嶋
田
安
太
郎

青
梅
町

海
藤
と
ら

島
田
金
蔵
」、
右
側
面
に

梅蔭寺の清五郎の墓と左側面（「武州
俗名清五郎」とある） （2017年5月）

秀常寺の清五郎の墓
（2017年4月）

嶋田増太郎の墓
（2017年4月）

俠客・高萩の万次郎
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「
慈
渉
最
博
居
士

梅
林
清
香
大
姉

大
正
四
卯
年
六
月
廿
日
増
太
郎
先
妻

俗
名
志

け

七
十
七
才

明
治
三
十
四
年
五
月
十
五
日
」
と
あ
り
ま
す
。
裏
面
に
は
「
辞

世

浪
風
も
あ
ら
し
も
無
事
な
我
身
に
て

け
ふ
ハ
わ
か
れ
そ
五
月
雨
の
旅
」

と
あ
り
ま
す
。
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
想
像
さ
せ
ま
す
が
、
詳
細
は
次
の
こ
と

（
１
７
）

し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

＊

＊

＊

＊

明
治
二
十
六
年
六
月
十
二
日
の
清
水
次
郎
長
の
葬
儀
に
は
飯
能
か
ら
三
人
が
駆
け
つ
け
て
い
て
、
そ
の
際
の
諷
経
帳
（
香

奠
帳
）
に
は
、「
金
拾
円
也

飯
能

嶋
田
増
太
郎

行
平
仙
太
郎

細
田
和
十
郎
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
行
平
仙
太

郎
は
飯
能
市
長
沢
の
人
で
、
墓
石
の
台
座
に
近
郷
近
在
の
任
侠
に
つ
な
が
る
人
名
が
列
記
し
て
あ
り
、
冒
頭
に
飯
能
嶋
田

増
太
郎
、
次
に
高
麗
細
田
和
十
郎
と
あ
る
。

＊

＊

＊

＊

筆
者
は
諷
経
帳
の
存
在
と
見
学
可
能
ま
で
は
確
認
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
見
学
に
行
け
な
い
で
い
ま
す
。
な
お
、
行
平
仙
太
郎

は
明
治
三
十
一
年
二
月
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
松
岳
永
昌
居
士
。
飯
能
市
長
沢
の
玉
宗
寺
に
墓
が
あ
り
訪
ね
ま
し
た
。

八
、
お
わ
り
に

博
徒
は
無
宿
と
も
言
わ
れ
、
御
禁
制
で
あ
っ
た
博
打
を
生
業
と
す
る
人
達
で
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
存
在
が
確
認
さ
れ
、
鎌

倉
時
代
に
は
幕
府
か
ら
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
各
地
で
多
く
の
博
徒
が
横
行
し
、
無
宿

や
欠
落
（
逐
電
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
幕
府
の
経
済
政
策
の
失
敗
に
よ
る
権
威
の
失
墜
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
博

か
け
お
ち

徒
は
博
打
の
他
に
養
蚕
、
生
糸
、
漁
港
、
舟
運
、
街
道
筋
、
木
材
な
ど
金
に
な
る
事
業
に
絡
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飯
能
、
日

高
近
辺
で
は
木
材
が
対
象
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
赤
尾
林
蔵
が
越
辺
川
に
私
設
の
堰
を
造
っ
て
利
権
を
得
て
い
た
と
い
う
の

も
そ
の
一
例
で
す
。

世
情
が
不
安
定
化
す
る
中
で
、
一
部
の
博
徒
は
義
侠
心
か
ら
か
地
域
の
治
安
に
関
係
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
村

も
そ
れ
を
頼
り
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
武
州
一
揆
の
際
、
高
萩
の
万
次
郎
や
双
柳
の
清
五
郎
が
住
民
側
に
つ
い
て
一
揆

勢
と
対
峙
し
た
と
い
う
話
は
そ
う
い
っ
た
事
例
で
し
ょ
う
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
小
川
の
幸
蔵
（
東
京
都
小
平
市
小
川
）
も
そ

う
で
し
た
。
単
な
る
博
徒
で
は
な
く
俠
客
な
の
で
す
。
俠
客
と
は
強
き
を
挫
き
弱
き
を
助
け
る
任
侠
を
建
前
と
し
た
渡
世
人
で
、

（
５
）

任
俠
と
は
仁
義
を
重
ん
じ
困
っ
て
い
る
人
を
体
を
張
っ
て
助
け
る
自
己
犠
牲
的
精
神
、
と
辞
書
に
あ
り
ま
す
。
正
史
で
取
り
上

げ
ら
れ
な
い
博
徒
や
俠
客
の
稗
史
の
世
界
に
も
見
る
べ
き
真
実
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

尤
も
万
次
郎
は
元
々
、
高
萩
村
の
年
寄
・
名
主
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
か
ら
単
な
る
俠
客
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
幾
つ
か

の
古
文
書
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
地
域
に
密
着
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

（
９
）

【
謝
辞
】
貴
重
な
お
話
と
写
真
を
見
せ
て
頂
い
た
日
高
市
高
萩
の
原
田
昭
様
に
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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